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18. 縦隔リンパ腺肥大の 1例 
0香田真一，後藤澄夫，梶山豊
宍倉安衛 (国立習志野病院)
定期健康診断にて胸部異常陰影を指摘され，良性肺腫
蕩の診断のもとに開胸手術し，葉間，肺門部の縦隔リン
パ腺肥大と判明した l例を報告する。
症例は 13才の少年で 4年前小学校の検診にて右中肺
野に円形陰影を指摘されたが，自覚症状全くなきため経
過観察。発育良好でツ反応陰性。陰影わずかに増大し，
昭和 42年 9月 19日，開胸手術，右中下葉間，肺門部に 
4.5x4.3 X 3.5 cmの弾力性硬，均等充実性の腫癌が胸膜
下に存在し，完全に刻出できた。
組織学的には多少炎症性の加わったリンパ球の浸潤の
強いリンパ組織で，良性のものである。 
Castleman (1956) らのいう localizedmediastinal 
lymphnode hyperplasia resembling thymomaと考
えられ，非常にまれなものである。 
19. 瑞息と誤まられ長期経過した気管支異物の 1例 
0天野茂，丸山卓治，大越浩次
岩田秀穂，大村光
(小JI旧赤病院第一外科〉
われわれは長期間小児端息として治療されていた気管
支異物の l例を経験したので報告する。
症例は 7才5カ月の男児で咳敢発作を主訴として来
院，胸部 X線撮影を行なったところ，右下葉に金属製
ネジ釘の陰影を認めた。そこで気管支鏡下に異物の摘出
を試みたが，すでに肉芽組織に埋れ摘出不能であり，や
むなく開胸気管支切開の予定で手術を施行したが，肺実
質に変化が認められたので異物を含めて右下葉切除を行
なった。術後経過は良好で全治退院した。
本例は小児端息として長く治療をうけていたが，その
間胸部 X線撮影を行なわず，みのがされていたものと
考える。なお気管支異物の文献についてもあわせて考察
した。 
20. 縦隔腫鷹の 1例 
0大原啓介，森川不二男，熊谷信夫
菅谷健彦，椎名正之
(県立須坂病院〉
縦隔腫蕩のなかでも胸腺腫は，その組織学的所見，臨
床症状，合併症などの問題から興味ある疾患とされてい
るが，最近われわれは高令者における比較的大きな胸腺
腫の l症例を経験したので文献的考察を加えて報告し
た。
症例は 70才の女性，健康診断で胸部異常陰影を発見
されたが自覚症状なきままに放置し， 19カ月後陰影の
増大を指摘され入院した。入院時，右前上中胸部内側打
診上濁音を呈し，呼吸音の減弱が認められたが，縦隔圧
迫症状なく，腹部，四肢その他に異常を認めず，諸検査
の結果縦隔腫蕩と診断し手術を行なった。腫癌は右前上
縦隔より胸腔内に突出し， 15xlOX5 cm，390gで被膜
におおわれ，弾性硬，表面平滑で，一部分葉を思わせる
凹凸あり，周囲との癒着は軽度で，剥離別出は容易であ
った。割面は灰白色充実性で，組織学的には良性の胸腺
腫であった。 
21. 曙疲の潜血反応 
0武野良仁p 安西吉夫，吉橋和雄
横山宏，桜井太
(日産厚生会玉川病院)
肺癌早期診断の補助手段ならびに肺癌集団検診スクリ
ーニングとしての塔疾の潜血反応について述べた。
予備実験では，肺癌患者の曙疾が，他の肺疾患および
健常高令者のものに比して，潜出血の連続傾向が強いこ
とを知り得た。
これを応用するに際しては，補助診断には 7日間試験
管ベンチヂン法が，集検スクリーニングには 3日間ベン
チヂン紙法あるいはヘマスティックス法が適している。
一方，潜血陽性疾の形態的特徴について検査した結
果，その 41%に赤血球を認め，残りのものの少数には，
鉄染色でヘモジデリンを組織球中に発見した。鉄染色の
感度は，ベンチヂンには及ばないと考えられる。 
22. 抗血清投与マウスの組織学的所見について 
0藤田昌宏，会沢太沖，金子兵庫，佐藤貞夫
(国立療養所千葉東病院〉
抗マウスリンパ球家兎血清 (ALS)および抗マウス胸
腺細胞家兎血清 (ATS)を作成し， C 57 BLの皮膚片を 
dd系マウスに移植し，この抗血清を皮膚移植後連日 26
日間投与した。未投与対照群では移植後 10日前後に拒
否反応がみられたが ALS投与群では 40目前後に， ATS
投与群では 60目前後に拒否反応がみられ有意の皮膚生
着期間延長が認められた。その際のリンパ節・胸腺・牌
臓を抗血清投与後 1，2，3および5適自にそれぞれ摘出
し組織学的に検索し以下の所見をえた。 
ALSおよび ATS投与後ともにリンパ性組織におい
ては漸次リンパ球は減少し，一方細網細胞の増生がかな
り認められたが，その後繋組となり 5週目には細線維の
